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インターネットＶＬＢＩによる実時間地球姿勢決定システムの開発

Development of real-time earth orientation parameters determination system using the
Internet VLBI
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　「カーナビ」として知られるＧＰＳ(Global Positioning System)の出現により、我々は地球上のどこにい
ても、自分の位置を正確に知ることができるようになった。この測位システムの宇宙版「スペースナビ」は宇宙
空間の飛翔体に対して、時間および位置情報を提供するシステムである。このシステム構築に向けての基盤技術
の研究を行うために、通信総合研究所では２年前から「宇宙における時空標準基盤技術の研究」と呼ぶプロジェ
クトを開始した。今、宇宙空間の飛翔体に対して、高精度な時間および位置情報を宇宙空間での灯台に相当する
衛星（宇宙灯台と呼ぶことにする）から供給することを考えた場合、課題となる項目は、（１）それら宇宙灯台に
積載する超高安定な周波数標準の実現、（２）複数の宇宙灯台間での時刻の比較および維持、さらに（３）宇宙灯
台自体の位置および飛翔体の位置を表現する座標系とその構築技術、そして（４）実際に宇宙灯台や宇宙探査体
の位置を精密に測定する技術があげられる。この中で、（３）および（４）を達成するために「実時間地球姿勢決
定」が重要な役割を果たす。そこで、インターネットを利用した汎用の多チャンネル方式実時間ＶＬＢＩシステ
ム（IP-VLBI）を核とした実時間地球姿勢決定システムの開発を開始した。プロジェクトの概要および開発中のシ
ステムの現況を報告する。




